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高校生向け憲法リーフレットを作成。市内 6 高校に配布！ 
              平和憲法・9 条を守る花巻市民の会 

高校生に日本国憲法をより深く知ってもらおうと、昨年から

リーフレットを作成し配布する行動を始めました。２年目にな

る今年は、下記のようなＡ４三つ折りのリーフレットを、夏休

み明けの８月末に市内６高校（花巻北、花巻南、花巻東、花巻

農、花北青雲、大迫）で、登校してくる生徒さんに直接手渡し

する方法で配布しました。車で校内まで送られてくる生徒や、

自転車で駆け込む生徒を除いて、約１，４００名（生徒数の約

５割）にリーフレットを配布することができました。 

ほとんどの学校で、生徒さんたちは礼儀正しく素直に受け取

ってくれましたので、この日は、教室内で、あるいは家庭に帰っ

てから、日本国憲法が大いに話題にのぼった事と期待しています。（加藤昭雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ公演は今月末。９条の会のみなさんは必見です！ 

いわさきちひろ生誕 100 年前進座公演  ちひろ－私、絵と結婚するの－ 

11 月 30 日（金）①13:30～ ②18:30～ 岩手県民会館 中ホール 
前売券：一般 5,000 円、ペア券 9,000 円（当日：一般 5,500 円、中高大学生 3,000 円） 

前売券は、県生協連ほか各実行委員団体、県民会館、パルクアベニューカワトク、ア

ネックスカワトク、フェザン、プラザおでって、ビッグルーフ滝沢、いわて生協店舗

好評販売中！ 主催／ちひろ公演を成功させる実行委員会 

 

≪ものがたり≫1946 年 5 月―焼跡にバラックや闇市のひしめく東京・新宿駅に、く

たびれたボストンバッグを提げ、つば広の帽子をかぶった一人の女性がおりたった。

“絵描きとして自立する”という熱い思い、そして消せない過去との葛藤をかかえて

―。彼女の名は岩崎ちひろ。小さな新聞社に就職し、師や友を得、東京での居場所を

みつけていくちひろ。 そんなちひろの前に、澄んだ目をした一人の青年が現れた・・・。 

戦争が奪った絵筆、そして戦争が描かせた絵・・・敗戦直後の激動の時代を駆け抜け

たちひろ、彼女をめぐる若者たち、絵描きたちの青春の物語。（前進座ＨＰより） 
 

ちひろが絵に込めた平和への思いをぜひ会場で体感して下さい。 



 

                                     

 （10 月末現在） 

「3,000 万署名を達成させよう！」学習集会開催 
―アクション 3,000 万署名岩手の会―  

 

９月３０日に１８０人が参加。京都精華大学専任講師の白井聡さんをお呼びし、

「安倍政権が壊してきたもの！～この危機を乗り越える市民運動とは～」と題し

て講演を行いました。 

白井さんは、日本国内やアジア地域で３００万人以上の犠牲者を出した戦争の

反省もなく、戦後アメリカの庇護のもとで生き延びた旧支配層が異常な対米従属

の日本をつくってきた

ことなどを説明。その

流れを継ぐ安倍政権がすすめる９条改憲の危

険性を指摘しました。そして、この危機を市

民運動と野党共闘の力で乗り越えよう、と訴

えました。 

最後に、白井さんを囲んで横断幕やプラカ

ードを掲げ、3,000 万署名の目標３０万筆をや

り遂げよう！と参加者全員でコールしました。 

 

お知らせ「平和憲法・９条をまもる岩手の会」学習・活動交流集会  

２０１９年２月１１日（月・祝）で計画中。 ※詳細が決まり次第、またお知らせします。 

 
 

       

 

ご存知のとおり、「南北協議」は「南北首脳会談」の方針に基づいて驚くほど進展しています。一方、

「米朝協議」はここに来て「停滞かな？」とも思える状況。しかし、１２月の米韓軍事演習の中止など、

平和環境が整えられている状況ではないでしょうか。 

だから「平和のプロセス」が進展するよう、国際連合を始め国際社会は平和の環境を整備する外交を

それに添えるようにすべきだと思います。「朝鮮半島の非核化」のためと言って、「２＋２外交」（「軍事

外交」）で北朝鮮を包囲するようなことは行うべきではないのでは。ましてや「平和憲法」を有する日本

にあってはなおさら…。 

日本は「日朝平壌宣言」や「六ヵ国協議」を実行する立場を表明すれば、蚊帳の外に置かれるどころ

か、「朝鮮半島の平和のプロセス」に参加するよう呼ばれるのではないでしょうか。 

「朝鮮半島の平和のプロセス」、「平和のプロセス」から外れそうになったら、とりわけ日本国民は相

手がトランプ米政権であろうと、「反対！」「平和のプロセスに戻れ！」と大きな「声」を上げなければ

ならないと思います。そうです。トランプ米政権の「核実験反対！」「核開発反対！」「INF 離脱反対」と

大きな声を挙げましょう。 

これが「朝鮮半島の平和のプロセス」を注視して行くときの重要なポイントだと思います。（T） 

 

 

１１月の署名活動は９日（金）１２：１５～１２：４５寒くなってきました。防寒対策を万全に 

盛岡市大通・野村證券前で3,000万署名の街宣署名を行います。お誘い合わせの上ぜひご参加下さい！ 

朝鮮半島の平和のプロセス！ 

「平和外交」で平和が保たれていることをしっかり見よう！ 

 


